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「
神じ
ん
こ
う
さ
い

幸
祭
」
と
い
う
祭
り
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

田
川
地
域
で
は
、四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
三
十
を
超
え
る

神
幸
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。祗
園
祭
も
同
時
期
に
行
わ
れ
、

五ご
こ
く穀

豊ほ
う
じ
ょ
う

穣
と
悪あ
く
え
き
た
い
さ
ん

疫
退
散
の
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
ま
す
。

　

神
幸
祭
と
は
、
神
の
御み
ゆ
き幸
が
行
わ
れ
る
神
社
の
祭
礼

を
い
い
ま
す
。神み
こ
し輿
に
は
神し
ん
れ
い霊
の
宿
る
御
神
体
が
の
り
、

氏
子
の
住
む
地
域
を
巡
っ
た
後
に
御お
た
び
し
ょ

旅
所
に
泊
ま
り
、

そ
の
後
、
神
社
に
戻
り
ま
す
。
神
社
や
御
旅
所
で
は

獅し
し
ま
い

子
舞
や
稚ち
ご
ま
い

児
舞
、
神か
ぐ
ら楽

な
ど
が
奉
納
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
御
旅
所
へ
の
神
輿
渡と
ぎ
ょ御
を
「
お
下く
だ

り
」
と

い
い
、
神
社
へ
の
還か
ん
こ
う幸
を
「
お
上の
ぼ

り
」
と
い
い
ま
す
。

神
幸
行
列
で
は
、神
職
や
威い

ぎ儀
物も
の（
御ご
へ
い幣
や
幟
の
ぼ
り
な
ど
）
を

携
え
た
氏
子
達
が
従
い
、
神
輿
の
屋
根
に
は
鳳ほ
う
お
う凰

や

宝ほ
う
じ
ゅ珠
が
飾
ら
れ
ま
す
。
祗
園
信
仰
と
融
合
し
て
、
山
笠

（
山
車
）
や
獅し

し子
な
ど
を
伴
う
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

田
川
地
域
は
添そ
え
だ田
町
・
香か
わ
ら春
町
・
福ふ
く
ち智
町
・
大お
お
と
う任
町
・

川か
わ
さ
き崎
町
・
赤あ
か

村
・
糸い
と
だ田
町
の
田
川
郡ぐ
ん

と
田
川
市
で
構
成
さ

れ
ま
す
。神
幸
祭
は
英ひ
こ
さ
ん

彦
山
神
宮
の
神
幸
祭
に
始
ま
り
、

今い
ま

川
・
彦ひ
こ
さ
ん山

川
・
金き

べ辺
川
・
中ち
ゅ
う
が
ん
じ

元
寺
川
の
流
れ
に
沿
っ
て

各
地
で
行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
最
後
は
、田
川
伊い

た田

駅
前
の
風ふ
う
じ治

八
幡
宮
と
白
鳥
神
社
（
白
鳥
町
）
に
よ
る

川
渡
り
神
幸
祭
、そ
し
て
翌
週
の
田
川
後ご
と
う
じ

藤
寺
駅
近
く
の

春か
す
が日
神
社
に
お
け
る
神
幸
祭
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
す
。

神
幸
祭
が
終
わ
る
と
本
格
的
な
田
植
え
の
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
、
田
川
に
初
夏
が
到
来
し
ま
す
。

神じ
ん
こ
う
さ
い

幸
祭
の
郷
、
田
川

彦山川でおこなわれる川渡り神幸祭

英彦山神宮 上宮から望む田川地域

鳳 凰宝 珠

鏡山大神社 神幸祭

香春岳と田川伊田駅周辺



　

田
川
地
域
の
特
徴
と
し
て
、
八は
ち
ま
ん幡

神
社
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
田
川
が
旧
豊ぶ
ぜ
ん前
国
で
あ
り
、
八は
ち
ま
ん
ぐ
う

幡
宮
の
総
本
社
で
あ
る
宇う

さ佐
神
宮
が

豊
前
国
の
一
い
ち
の
み
や宮で
あ
っ
た
こ
と
に
も
由
来
し
ま
す
。筑ち
く
ぜ
ん前
に
は
天て
ん
ま
ん
ぐ
う

満
宮
が
多
く
、

宇う

さ佐
神
宮
と
安
楽
寺
（
太
宰
府
天
満
宮
）
が
九
州
を
二
分
す
る
荘
園
領
主
と

な
り
ま
し
た
。
筑ち
く
ほ
う豊
地
方
の
中
心
地
で
あ
る
飯い
い
づ
か塚
・
直の
お
が
た方
・
田
川
の
中
で
も
、

田
川
だ
け
が
旧
豊ぶ
ぜ
ん前
国
に
属
し
て
い
ま
す
。

　

祗ぎ
お
ん園
精し
ょ
う
じ
ゃ
舎
の
守
護
神
と
さ
れ
た
牛ご

ず頭
天て
ん
の
う王
は
素す
さ
の
お
の
み
こ
と

戔
嗚
尊（
須
佐
之
男
命
）と
習
合

し
、祗
園
信
仰
と
な
っ
て
山
笠
が
祭
り
で
飾
ら
れ
ま
す
。
神
幸
祭
に
伴
う
場
合

も
あ
れ
ば
、
祗
園
山
笠
と
し
て
須す

さ佐
神
社
で
奉
納
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

田
川
地
域
の
山
笠
（
山
車
）
の
特
徴
は
、
稲
穂
を
模
し
た
馬ば
れ
ん簾

と
呼
ば
れ
る

五ご
し
き色
の
飾
り
で
す
。
古
代
日
本
の
主
食
で
あ
る
米
・
麦
・
粟あ
わ

・
豆
・
稗ひ
え

の
五
穀

を
意
味
し
、
青
・
赤
・
白
・
黒
（
紫
）・
黄
の
色
で
表
さ
れ
ま
す
。
山
笠
（
山
車
）

を
上
下
に
激
し
く
揺
ら
す
「
が
ぶ
り
」
と
い
う
動
作
も
一
つ
の
特
徴
で
す
。

　

山
笠
に
は
車
輪
が
付
い
て
人
が
引
く
「
曳ひ

き
山
」や
、人
が
担
ぐ
「
舁か

き
山
」が

あ
り
ま
す
。
博
多
祗
園
山
笠
に
代
表
さ
れ
る
筑
前
系
の
人
形
山
に
対
し
、

豊
前
系
は
今い
ま
い井

祗
園
（
行
橋
市
）や
生お
い
た
つ立

八
幡
神
社
（
み
や
こ
町
犀さ
い
が
わ川

）に
見
ら

れ
る
幟
の
ぼ
り

山
が
主
流
で
す
。
北
部
九
州
の
祗
園
信
仰
は
、
京
都
の
八
坂
神
社
か
ら

今
井
津
（
行
橋
市
）
の
祗
園
社
（
今
井
祗
園
）
を
経
由
し
て
広
が
り
、
祓
は
ら
い
が
わ川
や

今
川
の
水
運
を
通
じ
て
田
川
に
伝
播
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
井
祗
園
で
は
、男
子
の
稚
児
を
神
と
し
て
山
車
に
乗
せ
る「
八や

ツ
撥ば
ち

行
事
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、現
在
で
は
残
念
な
が
ら
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

稚
児
に
よ
る
行
事
は
京
都
の
祗
園
祭
が
有
名
で
す
が
、
赤
村
の
神
幸
祭
で
は

「
気き

遣や
り

取と

り
」
と
呼
ば
れ
る
稚
児
に
よ
る
行
事
が
今
で
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
古
い
文
化
が
今
で
も
田
川
に
息
づ
い
て
い
る
貴
重
な
事
例
で
す
。

宇佐神宮の神輿

京都祗園祭の山鉾行事

舁き山（糸田祗園山笠）

曳き山（春日神社 神幸祭 )

八ツ撥行事（今井祗園）

幟山（今井祗園 )

人形山（博多祗園山笠）

気遣取り（我鹿八幡神社 神幸祭）

筑
つくしのくに

紫国 豊
とよのくに

国

筑
ちくぜん

前

筑
ちく

後
ご

肥
ひ

前
ぜん

豊
ぶん

後
ご

田
たがわ
川

（太宰府天満宮）

山
笠
が
ガ
ブ
る
郷
、
田
川

今井津（祗園社）

 五色の馬簾
（香春神社 神幸祭）

博多
（福岡市）

※ 山笠（山車）と書いて、「ヤマ」「ヤマガサ」「ヤマカサ」「ダシ」など様々な読み方がなされる場合があります。
※ 「曳き山」「舁き山」は、「曳山」「舁山」として表記される場合があります。

小倉（北九州市）

▲ 英彦山

安楽寺 → 大分県
宇佐神宮

福岡県←

（福岡県）

（福岡県） （大分県）

（佐賀県）

豊
ぶ

前
ぜん

豊
ぶ

前
ぜん



掲載のスケジュールは 2017 年５月の情報に基づきます。
変わることがございますので、別途お問合せ下さい。

大内田神楽（赤村）

岩戸神楽（春日神社）

　
「
獅
子
が
舞
わ
ね
ば
神
輿
が
動
か
ぬ
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
田
川
は
獅
子
舞
が

盛
ん
な
場
所
で
あ
り
、伎ぎ

楽が
く

系
と
祓は
ら

い
系
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
大だ
い
ぶ分
八は
ち
ま
ん
ぐ
う

幡
宮

（
大
分
系
）
の
獅
子
舞
も
、田
川
地
域
と
旧
嘉か

ほ穂
郡
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

英
彦
山
の
獅
子
舞
も
優
雅
で「
三
度
が
え
り
」が
圧
巻
で
す
。
祓
い
系
の
典
型
で

古
式
の
様
相
を
も
つ
五
段
六
調
子
の
位
登
の
獅
子
舞
も
見
物
で
す
。

　

神か
ぐ
ら楽
と
は
神
と
人
と
を
結
ぶ
祈
り
の
舞
で
あ
り
、宮
中
に
伝
わ
る
御み
か
ぐ
ら

神
楽
と

そ
れ
以
外
の
里さ
と
か
ぐ
ら

神
楽
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
田
川
市
春
日
神
社
の
岩
戸
神
楽
は
、

豊
前
系
の
里
神
楽
に
、筑
前
系
の
神
職
神
楽
が
混
入
し
た
特
異
的
な
伝
承
形
態

を
持
つ
神
楽
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
豊ぶ
ぜ
ん前

神
楽
の
一
つ
と
し
て
国
指
定

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
添
田
町
の
津つ

の野
神
楽
も

平
成
二
十
九
年
五
月
に
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
加
わ
り
、神
幸
祭
で

夜
神
楽
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。大お
お
う
ち
だ

内
田
神
楽
も
赤
村
を
代
表
す
る
伝
統
芸
能

で
あ
り
、
迫
力
の
あ
る
舞
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

神
幸
祭
・
祗
園
祭
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
一
部
）

津野神楽（添田町）

獅子舞（白鬚神社）

獅し

し子
舞ま

い

と
神か

ぐ
ら楽

の
郷
、
田
川



風治八幡宮（田川市）

正八幡神社（川崎町）

彦山川（添田町）

香春岳（香春町）

英彦山と夕日（添田町）

貴船神社 神幸祭（大任町）

光明八幡神社（赤村）

泌泉（たぎり）（糸田町） 赤坂神社 神幸祭（福智町）

岩石城跡（添田町・赤村）

田川の祭りマップ



添
田
町

　

添
田
町
の
神
幸
祭
は
、
英
彦
山
神
宮 

神
幸
祭

に
始
ま
り
、
上
津
野（
高
木
神
社
）、
上
落
合
（
太
祖

神
社
）、下
落
合（
高
木
神
社
）、下
津
野（
高
木
神
社
）

の
神
幸
祭
と
続
き
、野
田（
加
茂
神
社
）、下
中
元
寺

（
瀬
成
神
社
）、
添
田
の
神
幸
祭
と
行
わ
れ
ま
す
。

九
月
に
は
高
住
神
社
の
神
幸
祭
も
あ
り
ま
す
。

　

英
彦
山
は
、
太
陽
神
・
天
照
大
御
神
の
子
、

天あ
め
の
お
し
ほ
み
み
の
み
こ
と

忍
穂
耳
命
が
主
神
で
あ
る
こ
と
か
ら「
日
の
子

の
山
」が
日
子
山
に
転
じ
た
と
さ
れ
ま
す
。
平
安

時
代
に
彦
山
と
な
り
、江
戸
時
代
に
は
英
彦
山
と

改
め
ら
れ
ま
し
た
。こ
こ
は
日
本
三
大
修
験
道
の

一
つ
で
あ
り
、我
が
国
を
代
表
す
る
山
岳
信
仰
の

重
要
霊
山
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

英
彦
山
神
宮 
神
幸
祭
は
、
他
の
地
域
の
神
幸

祭
と
異
な
り
、
修
験
道
の
影
響
が
見
ら
れ
ま
す
。

二
日
間
に
わ
た
っ
て
三
基
の
神
輿
が
往
復
し
、

稚
児
舞
・
鉞
ま
さ
か
り
ま
い
舞
・
獅
子
舞
も
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

神
幸
祭
の
前
に
は
、「
お
汐
井（
御
潮
井
）採
り
」

　　英彦山神宮 神幸祭

英彦山神宮 神幸祭  稚児舞

深倉峡

英
彦
山
神
宮 

神
幸
祭

津
野
神
楽

野
田
獅
子
楽

　

場
所
／
英
彦
山
神
宮 

奉
幣
殿

　

場
所
／
高
木
神
社(

上
津
野) 

お
旅
所

　

場
所
／
高
木
神
社(

下
津
野)

　

場
所
／
加
茂
神
社
・
貴
船
神
社
（
野
田
）

高
住
神
社 

神
幸
祭

　

場
所
／
英
彦
山



【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
す
る
お
問
合
せ
】

 

添
田
町
役
場  

ま
ち
づ
く
り
課 
観
光
係

 

電
話  

０
９
４
７-

８
２-
１
２
３
６

マ
ッ
プ
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

 

・
英
彦
山
神
宮

 

・
高
木
神
社  

上
津
野

 

・
高
木
神
社  

下
津
野

 

・
加
茂
神
社

　　高木神社 神幸祭  津野神楽　

加茂神社 神幸祭  野田獅子楽瀬成神社 神幸祭  奉納相撲 加茂神社 神幸祭  稚児舞

と
呼
ば
れ
る
神
事
が
行
わ
れ
ま
す
。他
の
地
区
で
は

深
倉
峡
（
添
田
町
）
や
近
く
の
聖
地
で
行
わ
れ
ま

す
が
、
英
彦
山
神
宮
で
は
行
橋
市
沓く
つ
お尾
海
岸
の

姥う
ば

が
懐
ふ
と
こ
ろで
行
わ
れ
ま
す
。
潮
水
を
竹
筒
に
汲
み
、

持
ち
帰
っ
て
神
域
が
清
め
ら
れ
ま
す
。

　

津
野
地
区
の
津
野
神
楽
は
豊
前
神
楽
の
流
れ

を
く
み
、
平
成
二
十
九
年
四
月
に
「
豊
前
神
楽
」

の
一
つ
と
し
て
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

と
な
り
ま
し
た
。
み
や
こ
町
犀さ
い
が
わ川

か
ら
伝
わ
っ

た
と
い
わ
れ
、
そ
の
源
流
は
宇
都
宮
氏
が
関
東

よ
り
勧
請
し
た
岩
戸
見
神
社
（
築
上
郡
築
上
町
）

の
伝で
ん
ぼ
う
じ

法
寺
岩
戸
神
楽
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

落
合
地
区
と
野
田
地
区
は
獅
子
楽
が
有
名
で
、

野
田
神
幸
祭
の
野
田
獅
子
楽
は
、
江
戸
時
代
に

日
向
の
国
か
ら
伝
来
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

悪
病
が
流
行
し
た
時
に
獅
子
楽
を
奉
納
し
、
神

の
助
け
を
乞
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
加
茂
神
社

と
野
田
の
貴
船
神
社
で
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
中
元
寺
神
幸
祭
の
瀬
成
神
社
で
は
奉
納
相
撲

が
行
わ
れ
、
添
田
神
幸
祭
で
は
Ｊ
Ｒ
添
田
駅
前

に
子
供
山
笠
が
集
結
し
ま
す
。



香
春
町

　

香
春
町
の
神
幸
祭
は
、鶴
岡
八
幡
神
社 

神
幸
祭
か
ら
始
ま
り
、宇
佐
八
幡
宮
に
御
神
鏡
を

奉
納
し
た
古こ
み
や宮
八
幡
神
社
の
神
幸
祭
、
万
葉
集
に
も
詠
ま
れ
た
鏡
山
に
あ
る
鏡
山
大
神
社

の
神
幸
祭
、
最
澄
が
航
海
安
全
を
祈
願
し
た
香
春
神
社
の
神
幸
祭
と
続
い
て
い
き
ま
す
。

　

鶴
岡
八
幡
神
社
の
秋
季
例
大
祭
は
、流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
古
宮
八
幡
神
社
で
は

全
国
で
も
珍
し
く
杉
の
葉
で
屋
根
が
葺
か
れ
、神
幸
祭
は
福
岡
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
輿
の
御み
ゆ
き幸
で
は
、
古
宮
音
頭
が
口く

ど説
か
れ
ま
す
。
鏡
山
大
神
社

の
神
幸
祭
で
は
、
鉦か
ね

の
音
と
共
に
神
輿
が
鏡
山
周
辺
を
雅
み
や
び

に
巡
り
ま
す
。

　

香
春
神
社
は
、
古
来
よ
り
宇
佐
神
宮
と
共
に
豊
前
国
を
代
表
す
る
神
社
で
あ
り
、
香
春

町
史
に
よ
る
と
御
祭
神
は
辛か
ら
く
に国
息お
き
な
が長
大お
ほ
ひ
め姫
大お
ほ
め
の
み
こ
と

目
命
（
大
自
命
）、
忍
お
し
ほ
ね
の
み
こ
と

骨
命
、
豊と
よ
ひ
め
の
み
こ
と

比
売
命
の

三み
は
し
ら柱

で
す
。
か
つ
て
神
幸
祭
は
旧
暦
の
３
月
15
日
、16
日
の
日
程
で
行
わ
れ
、三
基
の
神
輿

と
神
に
奉
仕
す
る
大
勢
の
神
幸
行
列
が
練
り
歩
い
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。『
豊
前
国

風
土
記
』 

逸
文
に
よ
れ
ば
、
新し
ら
ぎ羅

国
の
神
が
自
ら
海
を
渡
っ
て
こ
の
河
原
に
住
み
着
き
、

鹿
春
の
神
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

古
宮
八
幡
神
社 

神
幸
祭

鏡
山
大
神
社 

神
幸
祭

香
春
神
社 

神
幸
祭

　

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　

場
所
／ 

香
春
町
採
銅
所

　

場
所
／ 

香
春
町
香
春

　

場
所
／ 

香
春
町
鏡
山

【スケジュールに関するお問合せ】
 香春町役場 産業振興課 商工観光係　
 TEL  0947-32-8406
マップＱＲコード
  ・鶴岡八幡神社　・古宮八幡神社　
  ・鏡山大神社　　・香春神社

　　古宮八幡神社 神幸祭　

香春神社 神幸祭　

　古宮八幡神社 神幸祭

　　鏡山大神社 神幸祭

鶴
岡
八
幡
神
社 

神
幸
祭

　

場
所
／ 

香
春
町
中
津
原



白
鬚
神
社 
神
幸
祭

飯
土
井
神
社 

神
幸
祭

金
田
稲
荷
神
社

　

場
所
／ 

福
智
町
伊
方

　

場
所
／ 

福
智
町
神
埼

　

場
所
／ 

福
智
町
金
田

　

場
所
／ 
福
智
町
伊
方

赤
坂
神
社 

神
幸
祭

福
智
町

　

福
智
町
の
神
幸
祭
は
、
春
と
秋
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

福
智
町
が
方
ほ
う
じ
ょ
う城

町
・
金
田
町
・
赤
池
町
が
合
併
し
て
で
き
た

町
で
あ
り
、地
域
に
よ
っ
て
、秋
に
神
幸
祭
が
執
り
行
わ
れ
る

筑
前
の
影
響
を
受
け
た
為
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

赤
坂
神
社
や
白し
ら
が鬚

神
社
の
神
幸
祭
で
は
、
合
戦
絵
巻
を
表
し

た
華
麗
な
山
笠
が
囃は
や
し子
の
音
色
と
と
も
に
練
り
歩
き
ま
す
。

夜
に
は
山
笠
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、鮮
や
か
に
街
を
彩
り

ま
す
。
岩い
わ
や屋
神
社 

祗
園
祭
の
馬ば
れ
ん簾
は
白
に
統
一
さ
れ
、見
る

も
の
に
清
々
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

十
月
中
旬
に
行
わ
れ
る
、金
田
稲
荷
神
社
や
飯い

ど

い
土
井
神
社

の
神
幸
祭
で
は
、
魔
除
け
の
獅
子
舞
が
華
を
添
え
、
曲
楽
と

舞
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
秋
空
が
夕
闇
に
包
ま
れ
る
と

電
飾
に
光
が
灯
り
、
夜
の
山
笠
競
演
会
を
華
麗
に
彩
り
ま
す
。

昼
間
の
煌
き
ら
び
や
か
な
姿
が
よ
り
い
っ
そ
う
際
立
っ
た

山
笠
が
集
結
す
る
場
面
は
必
見
で
す
。

　

場
所
／ 

福
智
町
弁
城

岩
屋
神
社 
祗
園
祭

　　秋：金田・神崎山笠競演会　

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
す
る
お
問
合
せ
】

 

福
智
町 

ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課 

政
策
推
進
係

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
９
４
７
‐
２
２-

７
７
６
６

マ
ッ
プ
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

 

・
赤
坂
神
社

 

・
白
鬚
神
社  

 

・
岩
屋
神
社 

　　春：赤坂神社 神幸祭

神
幸
祭

春

秋

　　春：岩屋神社 祗園祭

　　秋：飯土井神社 神幸祭

　　春：白鬚神社 神幸祭

　　秋：金田稲荷神社 神幸祭



貴
船
神
社 

神
幸
祭

【スケジュールに関するお問合せ】
 大任町役場 産業経済課
 TEL  TEL 0947-63-3001

マップＱＲコード
 ・貴船神社 神幸祭  川渡り 渡河地点

　

場
所
／
貴
船
神
社
（
大
任
町
大
行
事
）

大
任
町

　

大
任
町
の
神
幸
祭
は
、
町
内
各
所
で

数
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
任
町
は
、

大
行
事
村
と
今
任
原
村
が
合
併
し
て

大
任
村
と
な
り
、
そ
の
後
、
町
に
な
り

ま
し
た
。
神
幸
祭
の
時
期
に
は
、
御
旅

所
と
な
る
公
民
館
で
も
神
輿
が
祀
ら
れ
、

五
穀
豊
穣
の
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
大
行
事 

秋あ
き
な
が永
地
区
の
貴
船
神
社

神
幸
祭
で
は
、
古
く
か
ら
「
川
渡
り
」
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。地
元
の
声
援
を
受
け
、

か
け
声
と
共
に
一
歩
一
歩
川
底
を
踏
み

し
め
な
が
ら
、
神
輿
が
川
を
渡
っ
て
い
く

様
は
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

　

大
任
町
で
は
、
し
じ
み
の
浄
化
作
用
に

着
目
し
、
十
月
の
最
終
日
曜
日
に
は
「
し

じ
み
祭
り
」
が
行
わ
れ
、
彦
山
川
の
恒
例

行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　貴船神社 神幸祭

　貴船神社 神幸祭

大任町の公民館内



正
八
幡
神
社 

神
幸
祭

　

場
所
／
川
崎
町
大
字
田
原

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
す
る
お
問
合
せ
】

 

川
崎
町
役
場 

商
工
観
光
課 

商
工
観
光
係

 

電
話 

０
９
４
７
‐
７
２
‐
３
０
０
０  

　
マ
ッ
プ
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

 

・
淡
島
神
社

 

・
正
八
幡
神
社

 

・
須
佐
神
社
（
安
宅
）

川
崎
町

正八幡神社 神幸祭  杖楽

安宅神幸祭 須佐神社

安宅神幸祭 須佐神社

淡島神社 神幸祭 

　

川
崎
町
の
神
幸
祭
は
、
安あ

ま

ぎ
眞
木
の
淡
島
神
社 

神
幸
祭
に

始
ま
り
、田
原
の
正
八
幡
神
社 
神
幸
祭
、天あ
ま
ふ
り降
神
社 

神
幸
祭
、

安
宅
神
幸
祭
、
池
尻
の
大
石
神
社 
神
幸
祭
と
行
わ
れ
ま
す
。

　

淡
島
神
社
は
安
産
や
婦
人
病
の
神
様
が
祀
ら
れ
る
神
社
で
、

神
幸
祭
で
は
餅
ま
き
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。
正
八
幡
神
社
の

神
幸
祭
で
は
、
源 

為
朝
が
源
氏
の
繁
栄
を
祈
願
し
て
奉
納

し
た
と
さ
れ
る
杖つ
え
が
く楽
が
有
名
で
す
。
杖
・
刀
・
鎌
を
使
っ
た

杖つ
え
が
く楽
は
、
武
術
的
な
楽
で
あ
り
、
か
け
声
と
共
に
演
者
の

熱
気
が
伝
わ
り
ま
す
。
天
降
神
社 

神
幸
祭
で
は
山
笠
が
中
心

部
を
巡
り
、
五
段
・
六
調
子
の
太
田
の
獅
子
舞
や
曲
獅
子
と

呼
ば
れ
る
永
井
・
東
川
崎
の
獅
子
舞
が
神
輿
を
先
導
し
ま
す
。

安あ
た
か宅

神
幸
祭
の
獅
子
舞
も
曲
獅
子
で
あ
り
、別
名「
暴
れ
獅
子
」

と
も
呼
ば
れ
る
勇
壮
な
も
の
で
す
。奉
納
後
に
は
安
宅
神
幸
祭

の
巨
大
な
舁か

き
山
が
御
旅
所
に
向
か
い
ま
す
。馬ば
れ
ん簾
が
大
き
く

揺
れ
、
山
が
動
く
様
は
圧
巻
で
す
。
大
石
神
社 

神
幸
祭
で
は

五
段
・
六
調
子
の
獅
子
舞
が
各
所
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。

淡
島
神
社 

神
幸
祭

　

場
所
／
川
崎
町
安
眞
木

天
降
神
社 
神
幸
祭

　

場
所
／
川
崎
町
川
崎

安
宅
神
幸
祭

　

場
所
／
須
佐
神
社
（
安
宅
）

大
石
神
社 

神
幸
祭

　

場
所
／
川
崎
町
池
尻



光
明
八
幡
神
社 

神
幸
祭

大
内
田
神
楽

　

場
所
／
田
川
郡
赤
村
赤

   

場
所
／
大
祖
神
社

　
　

大
内
田
研
修
セ
ン
タ
ー

【スケジュールに関するお問合せ】
 赤村役場 政策推進室
 TEL　0947-62-3000 
マップＱＲコード
 ・大祖神社
 ・光明八幡神社     ・我鹿八幡神社

赤
村

我鹿八幡神社 神幸祭

大内田岩戸神楽

我
鹿
八
幡
神
社 

神
幸
祭

　光明八幡神社 神幸祭

　

赤
村
の
神
幸
祭
は
、
大
内
田
神
楽
が
奉
納
さ
れ
る
大
祖
神
社
に

始
ま
り
、
光
こ
う
み
ょ
う明

八
幡
神
社
と
我あ

が鹿
八
幡
神
社
の
神
幸
祭
が
同
日
に

行
わ
れ
ま
す
。
秋
に
は
、
秋
葉
神
社 

神
幸
祭
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
内
田
神
楽
は
江
戸
時
代
に
牛
馬
の
疫
病
が
流
行
し
、「
地
域

に
家
が
三
軒
に
な
る
ま
で
や
め
な
い
」と
い
う
病
魔
退
散
を
願
っ
た

万ま
ん
ね
ん
が
ん

年
願
と
し
て
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
さ
二
十
メ
ー
ト
ル
の
山
車
は
必
見
で
、
か
つ
て
大
山
祭
と
呼

ば
れ
た
名
称
に
相
応
し
い
容
貌
で
す
。
山
車
に
は
見
事
な
彫
刻
が

施
さ
れ
、色
鮮
や
か
な
幟
の
ぼ
り
ば
た旗
や
馬ば
れ
ん簾
が
豊
穣
の
祈
り
を
捧
げ
ま
す
。

壮
麗
な
姿
は
田
園
地
帯
を
彩
る
初
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。



　

赤
村
の
神
幸
祭
は
、
大
内
田
神
楽
が
奉
納
さ
れ
る
大
祖
神
社
に

始
ま
り
、
光
こ
う
み
ょ
う明

八
幡
神
社
と
我あ

が鹿
八
幡
神
社
の
神
幸
祭
が
同
日
に

行
わ
れ
ま
す
。
秋
に
は
、
秋
葉
神
社 

神
幸
祭
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
内
田
神
楽
は
江
戸
時
代
に
牛
馬
の
疫
病
が
流
行
し
、「
地
域

に
家
が
三
軒
に
な
る
ま
で
や
め
な
い
」と
い
う
病
魔
退
散
を
願
っ
た

万ま
ん
ね
ん
が
ん

年
願
と
し
て
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
さ
二
十
メ
ー
ト
ル
の
山
車
は
必
見
で
、
か
つ
て
大
山
祭
と
呼

ば
れ
た
名
称
に
相
応
し
い
容
貌
で
す
。
山
車
に
は
見
事
な
彫
刻
が

施
さ
れ
、色
鮮
や
か
な
幟
の
ぼ
り
ば
た旗

や
馬ば
れ
ん簾

が
豊
穣
の
祈
り
を
捧
げ
ま
す
。

壮
麗
な
姿
は
田
園
地
帯
を
彩
る
初
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

糸
田
祗
園
山
笠

　

場
所
／
金
村
神
社
（
須
佐
神
社
）・
糸
田
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
パ
ー
ク

糸
田
町

糸田祗園山笠

糸田フェスティバルパーク

　糸田祗園山笠

【スケジュールに関するお問合せ】
 糸田町役場 地域振興課
 商工観光係  TEL  0947-26-4025 
マップＱＲコード
 ・金村神社
 ・糸田フェスティバル パーク

　

糸
田
町
で
は
、
江
戸
時
代
に
今
井
祗
園
か
ら
勧
か
ん
じ
ょ
う請

さ
れ
た
祗
園

山
笠
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。須
佐
神
社
は
金
村
神
社
に
合
祀
さ
れ
、

舁か
き
や
ま山

と
曳ひ
き
や
ま山

が
町
内
を
彩
り
ま
す
。昔
は
神
輿
の
御
旅
所
と
な
っ
て

い
る
須
佐
神
社
前
に
山
笠
が
並
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
、
糸
田

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
パ
ー
ク
に
夕
方
集
合
し
ま
す
。

　

飾
り
山
笠
は
筑
前
の
影
響
で
す
が
、太
鼓
が
主
体
の
筑
前
に
比
べ

鉦か
ね

を
叩
く
豊
前
の
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。
巨
大
な
山
が
動
く
様
は

圧
巻
で
、勇
壮
か
つ
華
麗
な
祭
り
に
沿
道
か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま
す
。

宵
と
共
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
幻
想
的
な
風
景
は
必
見
で
す
。

　

金
村
神
社
は
「
田
植
祭
」
で
有
名
な
神
社
で
す
。
七
世
紀
、

大お
お
と
も
の
か
な
む
ら

伴
金
村
が
水
に
困
っ
て
い
た
人
々
に
、
泌た
ぎ
り泉
と
呼
ば
れ
る
清
水

を
掘
っ
て
与
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。



　白鳥神社（猪国）  神幸祭

若八幡神社 神幸祭

　須佐神社 神幸祭

　

田
川
市
の
神
幸
祭
は
、
若
八
幡
神
社 

神
幸
祭
に

始
ま
り
、
位い
と
う登
八
幡
神
社 

神
幸
祭
、
猪い
の
く
に国
の
白
鳥

神
社 

神
幸
祭
、
弓ゆ

げ

た
削
田
の
須
佐
神
社 

神
幸
祭
と
続

き
、
風ふ
う
じ治
八
幡
宮
と
白
鳥
町
の
白
鳥
神
社
に
よ
る

川
渡
り
神
幸
祭
、
春
日
神
社 

神
幸
祭
と
行
わ
れ
て

い
き
ま
す
。

　

若
八
幡
神
社 

神
幸
祭
は
田
川
市
の
夏な
つ
よ
し吉
で

行
わ
れ
、
祭
神
は
日
本
書
紀
に
も
登
場
す
る
神か
む

夏な
つ
そ
ひ
め

磯
媛
で
す
。
幟
の
ぼ
り

山
が
神
輿
に
続
き
、
奉
納
太
鼓

が
祭
り
に
華
を
添
え
ま
す
。

　

白
鳥
神
社（
猪
国
）神
幸
祭
で
は
獅
子
舞
が
奉
納

さ
れ
、
動
き
の
激
し
い
曲
獅
子
と
穏
や
か
に
舞
う

馬
場
入
り
が
夏
の
夜
を
彩
り
ま
す
。
提
灯
山
笠
も

練
り
歩
き
、夜
の
街
道
を
ほ
の
か
に
照
ら
し
ま
す
。

田
川
市

春
日
神
社 

神
幸
祭   

岩
戸
神
楽

須
佐
神
社 

神
幸
祭

川
渡
り
神
幸
祭

白
鳥
神
社 
神
幸
祭

若
八
幡
神
社 

神
幸
祭

　

場
所
／ 

田
川
市
猪
国

　

場
所
／ 

田
川
市
弓
削
田

　

場
所
／ 
田
川
市
夏
吉

　

場
所
／ 

風
治
八
幡
宮
（
田
川
市
魚
町
）

　

場
所
／ 

田
川
市
宮
尾
町
（
田
川
後
藤
寺
駅
近
く
）

位
登
八
幡
神
社 

神
幸
祭

　

場
所
／ 

田
川
市
位
登

　
　
　
　

白
鳥
神
社
（
田
川
市
白
鳥
町
）

川渡り神幸祭（風治八幡宮 ・白鳥神社（白鳥町））



　白鳥神社（猪国）  神幸祭

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
す
る
お
問
合
せ
】

 

田
川
市
役
所 

た
が
わ
魅
力
向
上
課

 

た
が
わ
魅
力
向
上
係

 

電
話　

０
９
４
７
‐
４
４
‐
２
０
０
０

マ
ッ
プ
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

  

・
白
鳥
神
社

  

・
須
佐
神
社

　春日神社 巫女舞

　春日神社 神幸祭

　春日神社 岩戸神楽

川渡り神幸祭（風治八幡宮）
獅子舞と稚児舞　

川渡り神幸祭（風治八幡宮）
橘地区 踊り山笠　

　

須
佐
神
社 

神
幸
祭
で
は
、
獅
子
舞
が
前
半
は

六
調
子
、
後
半
は
五
段
と
な
り
、
優
雅
な
舞
い
が

奉
納
さ
れ
ま
す
。
華
や
か
な
山
笠（
山
車
）が
神
輿

に
従
い
、
御
旅
所
へ
と
続
き
ま
す
。

　

川
渡
り
神
幸
祭
は
、県
無
形
民
俗
文
化
財
第
一
号
に

指
定
さ
れ
た
田
川
を
代
表
す
る
勇
壮
な
祭
り
で
す
。

風
治
八
幡
宮
と
白
鳥
神
社
（
白
鳥
町
）
の
神
輿
に

従
っ
て
、
十
一
基
も
の
幟
の
ぼ
り

山
が
彦
山
川
に
入
り
、

水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
五
穀
豊
穣
・
天
下
泰
平
を
祈
り

ま
す
。
幟
の
ぼ
り

山
を
前
後
に
大
き
く
傾
け
る
豪
快
な

「
が
ぶ
り
」
の
動
き
は
、荒
ぶ
る
神
の
素す
さ
の
お
の
み
こ
と

戔
嗚
尊
を

表
し
た
も
の
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
踊
り
山
笠
」
と
呼
ば
れ
る
山
車
で
は
、子
供
達

に
よ
る
踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
豊
前
の

中
津
祗
園
か
ら
伝
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

春
日
神
社
の
神
幸
祭
で
は
、「
豊ぶ
ぜ
ん前
神
楽
」
の
一
つ

と
し
て
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

岩
戸
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。神
社
に
は
藤
原
氏
の

荘
園
守
護
神
で
あ
る
弓
削
大
神
が
祀
ら
れ
て
お
り
、

神
輿
を
猿
田
彦
が
先
導
し
ま
す
。
行
列
に
は
鬼
も

登
場
し
、
田
川
地
域
の
神
幸
祭
を
締
め
く
く
る
に

相
応
し
い
、伝
統
の
あ
る
祭
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
風
治
八
幡
宮

・
春
日
神
社



　

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？ 

今
回
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
い
た
「
田
川
の
祭
り
」
は
、ほ
ん
の
一
部
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
田
川
に
は
、
魅
力
あ
る
祭
り
が
沢
山
あ
る
の
で
す
。
田
川
で
は
、
多
く
の
伝
統
芸
能
が

先
人
か
ら
引
き
継
が
れ
、子
供
達
に「
祭
り
文
化
」を
継
承
し
て
い
ま
す
。
田
川
に
来
て
、田
川
を
見
て
、

田
川
に
触
れ
て
、
ぜ
ひ
田
川
を
「 

彩

SA
I 

発
見
！
」
し
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

近
代
に
は
炭
鉱
で
栄
え
、炭た
ん
こ
う
ぶ
し

坑
節
の
発
祥
地
と
な
っ
た
田
川
の
郷
。
こ
の
地
に
は
「
青
春
の
門
」
で

有
名
と
な
っ
た
香か
わ
ら
だ
け

春
岳
や
九
州
の
霊
峰
英ひ
こ
さ
ん

彦
山
、
深
ふ
か
く
ら
き
ょ
う

倉
峡
の
清
流
な
ど
自
然
で
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

近
隣
の
「
道
の
駅
・
物
産
館
」
で
は
、
新
鮮
な
食
材
や
工
芸
品
な
ど
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
り
、

食
事
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
大
地
の
恵
み
で
あ
る
「
温
泉
」
も
楽
し
め
ま
す
。

　

田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
記
憶
遺
産（
世
界
の
記
憶
）と
な
っ
た
山
本

作
兵
衛
翁
の
炭
坑
記
録
画
が
展
示
さ
れ
、
石
炭
産
業
の
歴
史
か
ら
田
川
の
歴
史
と
民
俗
ま
で
学
べ
ま
す
。

田
川
市
美
術
館
で
は
郷
土
の
美
術
を
広
く
紹
介
し
、
年
に
数
回
大
き
な
企
画
展
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

景け
い
こ
う行
天
皇
・
日
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊 

伝
承
や
仲
ち
ゅ
う
あ
い哀
天
皇
・
神じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う

功
皇
后 

伝
説
が
あ
り
、
最
澄
も
関
わ
っ
た
上
伊
田
廃
寺

（
天
台
寺
跡
）や
平
た
い
ら
の

清き
よ
も
り盛
が
築
か
せ
た
と
さ
れ
る
岩
が
ん
じ
ゃ
く
じ
ょ
う

石
城
、足あ
し
か
が
た
か
う
じ

利
尊
氏
に
縁
ゆ
か
りの
あ
る
興
国
寺
も
見
所
で
す
。

測
量
で
活
躍
し
た
伊い
の
う
た
だ
た
か

能
忠
敬
の
足
跡
も
あ
り
、田
川
は『
自
然
と
歴
史
と
文
化
の
香
る
ま
ち
』な
の
で
す
。
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